




How to Support Learners in the Second Language Class  






This paper, first, discuss about how the Aural Japanese Course should be designed in 
the second language class at the college. 
Learners who have got grammatical knowledge can make sentences in Japanese, 
though they feel difficult to communicate with native Japanese speakers. Teacher 
should support them to get communicative competence (include social, cultural 
competence). Finding discourse rules help learners to understand communication. 
Secondly, this paper report ‘Watching Japanese’ Project. In this project, learners 
watch Japanese communication itself on their real life, and teacher support learners. 
Through the class activity, learners analyze communication by themselves and try to 



























































































































































友人 C ：せっかくだから、旅館に泊まろうよ。（パンフレットを見せる） 
学生 B ：畳の部屋は良くないと思います。 
友人 C ：えっ、どうして、 
学生 B ：体が痛くて、よく寝られないからです。 
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春学期（前期）３回目の授業 2002年 4月 25日  








































Ｓ：あっ ねぇ 掲示版に名前あったけど 
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埼玉女子短期大学研究紀要 第 14号 2003.03 
教師は、学習者の学習観について知る必要がある。前述の授業例は、3 回目の授業であ
り、この時点で学習観の相違は表面化していないが、それは、学習者の内面に存在してい
たのである。アンケートで「（授業が）面白かった」と肯定的なコメントをした学習者が、 
「文法の勉強をしたい」と回答している。このことに対して、教師はコースの早い時期
に対応すべきであった。 
学習観の相違と、授業の進め方については、今後の重要な課題である。 
 
 
おわりに 
 
これまでみてきたように、「日本語観察」という方法は、留学生支援の一環としての日
本語科目の目的に対して、一定の成果をあげたといえる。今後は、この方法を更に改善す
べく、積極的に授業を公開し、議論の対象とする必要があるだろう。 
また、学内外の各方面と協力して、実際の社会的行動を授業に取り入れることを検討し
たい。例えば、学内では、書類の申請や、図書館の利用など、入学後のガイダンスで説明
があるものの、もう一度確認したいことがらについて、日本語科目の中で取り上げること
が考えられる。学外では、2002年度秋学期に高麗川小学校訪問が実現したが、今後も地域
との関わりの中での活動を、継続的に、留学生に提供していきたい。 
これらは、学習者の強い動機付けとなると同時に、留学生を受け入れる学内外関係者と
の相互理解の助けにもなるであろう。 
最後に、本稿で提案してきた「学習者中心」の「コミュニケーション行動に配慮した」
授業が、予備教育の場でも実施されることを、筆者は希望する。その結果、大学に入学し
た留学生のニーズが変われば、日本語科目の内容も変わることになるが、留学生のために
は、日本語学習のできるだけ早い段階で、「日本語観察」のような授業を取り入れること
が望ましいのではないだろうか。 
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